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創出者紹介

➢ 【本業】：昭和４０年創業（60年目）ダイビングショップを営業
➢ 潜水士として、潜水作業及びダイビングインストラクター、藻場調査等の水中環境調査に従事
➢ 海洋環境、特に藻場造成をメインとして調査をし、ダイバー、地域住民、学生へ海中環境を良くする啓蒙活動

インストラクター2名の家族経営
のダイビングショップ

鈴木 望海
SEA藻
プロジェクトリーダー

鈴木 勝海
SEA藻
理事長



創出プロジェクト詳細

➢ 2015年よりウニ類（ガンガゼ）の駆除活動を三重県熊野灘海域の2地区（南伊勢町宿浦・紀北町白浦）で開始。
➢ SEA藻が活動主体となり、三重外湾漁業協同組合、南伊勢町、紀北町、三重大学藻類学研究室、鳥羽市水産研究所
と協同で活動を実施。

➢ 駆除活動は、一般ダイバー、三重大学ダイビングサークル、愛知県立三谷水産高等学校生等のボランティアダイ
バーが参加。

➢ 2015年に2カ所で始めた活動は、現在までに7カ所で活動。
➢ 2015～2025年度の11年間で、駆除したウニ類（ガンガゼ）：1,995,038個体

主体として活動を実施
役割：モニタリング、データとりまとめ、活動ボランティアの募集、

現地への移動、駆除中の海中での参加者の安全管理、
潜水器材の手配、事務全般

NPO法人SEA藻

役割：磯焼け場所の情報提供、活動時の傭船、安全管理

三重外湾漁協

駆除活動への参加

（ボランティア）

役割：モニタリング手法、
評価方法等の指導、助言

三重大学
藻類学研究室

プロジェクト実施者の位置付け

役割：種苗の提供、
各種情報の提供

役割：施設提供、過去の調査データ提供、現状の情報提供

鳥羽市水産研究所

南伊勢町
紀北町



創出プロジェクト詳細



Jブルークレジット申請手続き

➢ 2022年度認証：28.9ｔ-CO2 ※三重県初認証
対象期間：2017年5月～2022年5月（5か年）
対象地域：宿浦、白浦

➢ 2023年度認証：20.3ｔ-CO2
対象期間：2022年5月～2023年5月
対象地域：宿浦、古和浦、白浦、島勝浦

➢ 2024年度認証：49.5ｔ-CO2
対象期間：2023年6月～2024年6月
対象地域：宿浦、古和浦、神前浦、白浦、島勝浦、引本浦

➢ 2025年度認証（予定）
対象期間：2024年6月～2025年6月
対象地域：宿浦、古和浦、神前浦、白浦、島勝浦、引本浦

表彰実績：第24回中部の未来創造大賞（大賞）
媒体露出 ：「ブルーカーボン」シンポジウム

～海の森「ブルーカーボン」で豊かなあいちの海へ～、
日本テレビ「ウミコイ」、
FM AICHI「Brother presents Music Earth」、
三重テレビ放送「みえの海やに！」 ほか



Jブルークレジット申請手続き

課題1
プロジェクトの実施が必須
※Jブルークレジットの特徴：プロジェクトの実施に
より吸収・ 貯留されたCO2吸収量が対象
既に行われたプロジェクトの実施による過去の実績に
基づくクレジット

例：ガンガゼ駆除、養殖

≠ブルーカーボン生態系を直接増やす活
動が必須（後述）

課題2
吸収量算定
専門業者に依頼→高額
※Jブルークレジット制度の要件として、
「クレジット取得が、 活動の維持や発展
につながること 」としており、活動の継
続が望まれている

独自で調査、データ収集は可能
算定根拠となるデータを可能な
限り取得する必要

課題3
認証率の確保
申請量＝認証量ではない

審査認証委員会で審査、確実性が評価され、認証
率が指定
申請量×認証率＝認証量が決定
※認証率は対象面積及び吸収係数に対してそれぞれ決定

客観的に見て確実かつ地域に近いデータほど認証
率が高い。

課題3.5
認証率の基準が毎年変わる
2020年度の制度開始（当初試行）から6年目
申請の指標となる手引きはJBEホームページで公開中、現
在Ver.2.5（ほぼ毎年変更）

審査認証委員会における検証の基準が年々確立す
るにつれて認証率が厳格化？
申請者が同じ基準で申請しても翌年の認証率が抑
えられる可能性がある。

課題2.5
ベースライン（活動していない場合の吸収量）の考え方が重視される。
これから創出を検討している場合、事前調査（推奨）
対象地域に対象生態系がない＝ベースライン０
1年間に創出した吸収量が申請対象となる。
対象地域に対象生態系がある＝ベースラインの算定が必要
1年間に創出した吸収量ーベースラインの吸収量が申請対象となる。
いずれも根拠となるデータを取得しておく。

対象の活動地域の他に活動していない対照地域のデータも必要（後述）



三重県におけるその他の創出プロジェクト紹介

➢ 養殖の黒ノリ、ワカメを対象に認証
➢ 2023年度認証量：71.6ｔ-CO2
対象期間：2018年5月～2021年4月

➢ 2018年5月～2019年4月の黒ノリ
（面積約28ha、水揚量約331t）
吸収量 申請：17.314ｔ-CO2

 認証：9.574ｔ-CO2
（面積認証率60％、吸収係数認証率90％）

➢ 2018年5月～2019年4月のワカメ
（ロープ長約57km、水揚量約288t）
吸収量 申請：20.044ｔ-CO2 

 認証：10.823ｔ-CO2
（ロープ長認証率60％、吸収係数認証率90％）

➢ 2020年5月～2021年4月のワカメ
（ロープ長約92km、水揚量約460t）
吸収量 申請：31.96ｔ-CO2 

 認証：25.887ｔ-CO2
（ロープ長認証率90％、吸収係数認証率90％）

ロープ長計測にグーグルアース画像を活用

➢ 認証率の向上が課題

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合HP
鳥羽港周辺海域の漁業と観光業連携による海女文化・地域振興に資するＢＣプロジェクト概要説明資料より転載



三重県におけるその他の創出プロジェクト紹介

➢ 養殖のアオサノリを対象に認証
➢ 2023年度認証量：21.6ｔ-CO2
対象期間：2018年7月～2021年6月

➢ 2024年度認証量：3.9ｔ-CO2
対象期間：2021年7月～2023年6月

➢ 2018年7月～2019年6月のアオサノリ
（面積約104ha、水揚量約224t）
吸収量 申請：16.965ｔ

 認証：8.143t
（面積認証率60％、吸収係数認証率80％）

➢ 認証率の向上が課題

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合HP
豊饒な伊勢志摩における環境配慮型「あおさのり養殖」の未来に向けて概要説明資料より転載



三重県におけるその他の創出プロジェクト紹介

➢ アマモ場を対象に認証
➢ 2025年度認証量：177.4ｔ-CO2
対象期間：2024年6月～2025年6月

➢ 面積約20ha
吸収量 申請：251.994ｔ-CO2

（ベースライン19.912ｔ-CO2 、船舶によるCO2
排出量0.049ｔ-CO2込）
（面積認証率85％、吸収係数認証率90％）

➢ アマモの保全活動（潮干狩りや漁業の禁
止、アマモの漁業権への指定）を実施、
直接的にアマモを増やす活動でなくても
認証された。

➢ ベースラインの算定について
プロジェクトの実施前後の比較及び活動
区と活動区ではない対照区との比較がよ
り重視された。
→活動前の調査、活動後の対照区の設
定・モニタリングが重要



今後のSEA藻の展望

➢ クレジット譲渡により得られた資金を、活動資金の一部として活用し、駆除活動を実施。
➢ 活動してきた場所では、藻場が再生し、再生した藻場に多くの生き物が見られるようになった。しかし、活動は途
切れることなく継続しなければ、また磯焼けが広がり海藻が消失する。

➢ 少しでも多くの人が海へ興味を持ってもらうことだけでも保全への力になる。
➢ クレジットの活用方法の検討により、譲渡・販売にも努めたい。

わたしたちは三重県の海の森を守り、増やしていくために、これからも
この活動を続けていきます。ご協力いただけますと幸いです。

クレジットを活用した駆除活動
2023年7月22日 南伊勢町宿浦



創出希望の方へ向けて

➢ 課題は多いが、プロジェクトを実施していれば申請は可能。面積の目安はある。
➢ 問い合わせ（事前相談の申込）が可能。相談時に吸収量を算定するデータがあれば望ましい。
「対象生態系が増加していないと申請できない」は誤り。
対象の1年間の吸収量と活動していない場合（時／場所）の吸収量の差が申請可能。対象生態系の維持でも問題ない。

➢ 申請後も必要に応じてJBE事務局の指示・提案の元、修正が行われる。
提案する修正に対応できないからと言って、認証されないということはない。

➢ 認証される吸収量をより多く・継続して認証されるには工夫が必要。

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合「Ｊブルークレジット®認証申請の手引き – ブルーカーボンを活用した気候変動対策 – Ver.2.5 ／ 令和7年3月」から転載 

事前相談の確認事項
①想定している申請者グループ
②プロジェクト開始後の活動内容の説明、特に、申請プロジェクトが
CO2吸収源の回復や拡大も目的としていることの説明
③クレジット取得が必要な理由（CO2吸収源の回復や拡大のためにク
レジットが必要な理由）
④クレジット取得後の計画や見通し（CO2吸収源の回復や拡大につな
がることの説明）

申請書のプロジェクト情報、クレジット取得理由、クレジット取得後
の計画や見通しに対応しておりプロジェクトの整理にもなるため推奨


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

